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Research Abstract

レ-ザアブレ-ション法を⽤いた本研究の⽬的は、基礎的な堆積機構を明らかにすると共に、良好な超伝導薄膜を制御性よく低基板温度で作製することである。これまで、
我々はレ-ザアブレ-ション法により成⻑している途上のBa_2YCu_3O_x超伝導薄膜表⾯に第2レ-ザを照射し、表⾯平滑性・超伝導特性が改善されることを明らかにしてき
た。今年度は、第2レ-ザ照射条件の最適化の⼀つの⼿段として、アブレ-ション⽤レ-ザと照射レ-ザの遅延時間を変化させることによって、結晶配向性を制御できることが
わかったので報告する。また、ここでは基板としては2種類のMgO(100)基板を⽤いた。 
アブレ-ション⽤YAGレ-ザ光と薄膜成⻑表⾯照射⽤エキシマレ-ザ光の遅延時間により、MgO(100)基板上のBa_2YCu_3O_x薄膜の配向性が⼤きく変化することを⾒いだし
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た。 
このような薄膜成⻑表⾯への紫外線照射として期待される効果としては、光⼦吸収による過渡的な温度上昇、⾼い光⼦エネルギ-による酸素原⼦及び堆積前駆体の励起等が
考えられる。アブレ-ションの前後、数⼗μsec以内の基板レ-ザ照射によってのみ、熱処理MgO基板上のc軸配向性が促進されるのは、レ-ザアブレ-ション法における結晶成
⻑はアブレ-ションの前後、数⼗μsec以内で主に決定されていることを⽰すものである。このような結晶成⻑のダイナミクスの研究は、デバイス応⽤の際の結晶配向性制御
にとっても⾮常に重要なものとなろう。 
また、新しい薄膜評価法として⾮共鳴マイクロ波吸収(NRMA)を導⼊すべく、まずBa_2YCu_3O_xセラミクスおよび薄膜を⽤いNRMA測定も⾏った。その結果、臨界電流
密度とNRMAの各パラメ-タとに密接な関係を⾒いだした。
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